
原子力システム研究開発事業 

中間評価総合所見 

研究課題名：革新炉材料開発のための次世代ナノスケール解析法の開発と照射後実験研究の国際

ハブの構築 

研究代表者（研究機関名）：永井 康介（東北大学） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：鈴圡 知明（日本原子力研究開発機構） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：荒河 一渡（島根大学） 

研究期間：平成３０年度～令和３年度（４年計画） 

項 目 要  約 

１．研究の概要 
汎用で安価な電子顕微鏡でもウィークビーム－走査型透過電子顕微鏡

（WB-STEM）法を可能にする特殊な可動絞りを開発するとともに、高価な

電子顕微鏡内では困難な、放射化材料の高温（500℃以上）その場観察を

可能にすることを目的とする。これに、３次元アトムプローブ（ナノスケ

ールの分解能を持つ３次元元素分析法）とナノインデンターによる微細機

械試験等を組み合わせて、共同利用拠点である東北大学金属材料研究所を

中心とした革新炉材料の照射後実験研究の国際ハブとしてのプラットフ

ォームを構築することを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）汎用電子顕微鏡による照射試料中微小欠陥の広領域高分解能観察

手法の開発 

２）放射化試料の電子顕微鏡内高温その場観察手法の開発 

３）微小欠陥の転位運動への障害物強度および熱的安定性 

４）転位ループ解析アルゴリズムの自動化 

５）照射試料の微細組織分析 

６）国際ハブとしてのプラットフォーム構築 

２．総合評価 Ｓ 
・WB-STEMの装置開発に成功しており、原子力分野以外の材料研究に広く

寄与することが期待できる。

・WB-STEMと3DAtomProbeの観察結果を相補的に利用する方法に期待が持

て、照射欠陥メカニズムの更なる解明に期待できる。

・論文発表が多いことも高く評価でき、後半の研究においても積極的な論

文発表に期待する。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


